
 BALL TEST DATA  
【セールス資料】 

BALL NAME:  SWORD PRIME                                   平成 28 年 6 月 24 日 

COLOR: BLACK solid / PINK pearl 

COVER STOCK: REACTOR XG PEAL REACTIVE                レイアウト例 

RG：2.48(MED/15P） ⊿RG:0.050 (MED/15P）           SWORD             SWORD PRIME  

FACTORY FINISH:2000-Grit polished        

TRACK FLARE POTENTIAL：5 -6(MEID)                4 1/2            4  

BACK END:16 LENGTH：18（1-20）                             AP                   AP 

 O  LONG                                              CG   BH             CG 

  I  MEDIUM                                                   6 1/2           BH 51/4 

  L  SHORT                              MB5            MB4 

               Light   Medium  Heavy                                  

          適正レーンコンディショングラフ            CA52.5 度/PSA2        CA52.5 度/PSA2 

   【MEDIUM DRY  OIL 編】                ﾌﾚｱｰ幅 最大 6 3/4・間隔 1/8  最大 6 7/8・間隔 1/4 

 

  40Unit OVER              20Unit Over 

                                                 10Unit             

   

   

   

 

0F                       15F                   35F                40F 

  比較品ライン      SWORD PRIME                    SWORD          

  【レーン状況】 ツインスターでのドレッシングにスプレーで手前のオイルを増量 

   バックエンドは手拭きのクリーニングを行っています。 

 【製品比較表】 

   曲がり度 1  2  3  4  5  曲がり方  ｱｰｸ 1  2 3  4  5 ｼｬｰﾌﾟ  

    スキッド １ 2  3  4  5  ｵｲﾙの強さ  1  2  3  4  5  

   ﾋﾟﾝｱｸｼｮﾝ 1  2  3  4  5    テスト品 ○  比較品  

＊上記の数字は、1 側が少ない(短い・弱い) 5 側が強い(大きい・長い)   

 【ボール総合評価】 

    新素材を適用した今回の SWORD 第二弾ですが、前作よりスキッド感が増し、少ないオイルでも 

    直進。バックエンドではキレを感じる程で、1 回の確実な曲りが出るためドライコンディションでは

更に安定した軌道が得られます。ピン飛びもこの動きでは最高でした。 

【ここがポイント】 

       前作でも感じたのですが、コアが強いとここまでロールってするんだって実感で 

       きるのでアウトサイドでオイルの有る所と無い所がはっきり解り、たいへん重宝 

       しています。今回の PRIME は更に手前のスキッド感を感じて直進して行くので 

       バックエンドでの曲り位置が明確になっています。これは本当にアウトサイドから 

   の攻めに最適で今までの STORM に無かったボールと感じます。ボウラーの間で必 

ず会話に出るのが「下のボールって何ですかね？」って言う会話ですがピンが飛ばなければ意味が

ありません。トーナメント後半には心強いボールに仕上がっています。是非ラインナップに入れて！ 

 発売予定：平成 28 年 9 月中旬  希望小売価格￥49,000 円（税別） 

 石原 章夫プロ【㈱ﾊｲ・ｽﾎﾟｰﾂ専属ﾌﾟﾛﾎﾞｳﾗｰ】 ﾃｽﾄ協力ｾﾝﾀｰ：本八幡ハタ BC 


